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スイッチング電源のせいでADCの性能が劣化
すると思っている技術者はよくいます。そのため、
スイッチング電源ではなく、低ドロップアウト
（LDO）のリニア・レギュレータを使用したりしま
す。しかし、これは必ずしも正しいとはいえません。
LDOのほうが低リップルで低ノイズですが、設計
者が回路構成をよく理解し、実用的なノウハウを
使って必要な注意を払えば、コンバータの設計に
よっては効率の良いスイッチング電源を使用でき
ることが最近の研究でわかってきました。
まず、使用するコンバータを決めてから、最適なス
イッチング電源を選択してください。スイッチング
電源は、どれでもいいというわけではありません。
データシートでスイッチング電源のノイズとリッ
プル、それに周波数の仕様を確認する必要がありま
す。代表的なスイッチング電源は、100kHz帯域幅
におけるRMSノイズが10μVです。これをホワイト・
ノイズと仮定すると、対象とする帯域幅でのノイズ
密度は31.6nVrms/√Hzになります。
次に、コンバータの電源電圧変動除去比（PSRR）
の仕様を調べ、電源ノイズに起因してコンバータの
性能の劣化がどこで発生するかを確認してくださ
い。大部分の高速コンバータでは、1次ナイキスト
領域の代表値は60dB（1 mV/V）です。
フルスケール入力範囲2Vp-p、S/N比78dB、サン
プリング・レート125MSPSの16ビットADCを使
用する場合、ノイズ・フロアは11.26nV rmsにな
ります。どのようなノイズ源であっても、コンバー
タにこのノイズ・フロアより大きなノイズが発生
しないようにします。1次ナイキスト領域（fs/2）で
は、コ ン バ ー タ の ノ イ ズ が89.02μV rms
（11.26nVrms/√Hz） × sqrt（125MHz/2）に な り
ます。スイッチング電源のノイズ（31.6nv/√Hz）は
コンバータのノイズの2倍以上になりますが、コン
バータには60dB（1/1000）のPSRR仕様があります。
これによって、スイッチング電源のノイズは

31.6pV/√Hz（31.6nV/√Hz × 1mV/V）に抑制され
ます。このノイズ値はコンバータのノイズ・フロア
よりかなり小さいため、スイッチング電源のノイズ
のためにコンバータの性能が劣化することはあり
ません。
電源のフィルタリング、グラウンディング、レイア
ウトも重要です。0.1μFコンデンサをADC電源ピン
に追加すれば、ノイズは上述の計算値よりさらに小
さくなります。スイッチング電源のノイズを抑制す
るには、電源出力にシンプルなLCフィルタを使う
ことで十分かもしれませんが、カスケードしたフィ
ルタのほうがさらにスイッチング電源のノイズを
圧縮します。一段増やすごとに、約20dB／ディケー
ドが得られます。電源プレーンをグラウンド・プレー
ンのすぐ近くに配置すれば（4mil未満の間隔）、基板
の設計に固有の高周波デカップリングになります。
最後に、物理的な回路の区分けも非常に重要です。
影響を受けやすいアナログ回路はスイッチング回
路からできるだけ離して配置してください。また、
電源とコンバータに関する設計上のその他の問題
については、当社のFAEにご相談ください。

A.

スイッチング電源（DC/DCコンバータ）を
使用すると、A/Dコンバータ（ADC）の
性能が劣化するというのは
ほんとうでしょうか？

Q.

A/Dコンバータの電源をおとなしくさせるには
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